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The meaning of modern urban architecture has been changed. In the process of rapid economic growth in 
the 1960s, concentration of population and the various functions to the city has progressed rapidly. Because the 
pursuit of convenience and profitability, by simplification of the urban architecture and the city disordered 
extension the deterioration of the urban landscape and the urban environment is becoming increasingly serious. 
The current urban planning has been established as a background in social and economic situations like this. I 
try to encourage the "urban integration" and "urban activation", by the consider the "connection between the 
architecture and urban" by the flow space. 
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１． はじめに 
現在、都市における建築のもつ意味は変化している。 
1960年代（昭和 30年代後半から 40年代にかけて）の
高度経済成長の過程で、都市への急速な人口や諸機能の
集中が進み、利便性や収益性を追求していったことで、
市街地の無秩序な外延化や都市建築の単純化による都市
景観および都市環境の劣化は深刻化した。 
現在の都市計画制度はこのような社会経済情勢を背景
として成立している。 
このような単純化した退屈な都市建築の在り方を、流
動空間による都市と建築の接続を考えることで、都市全
体の活性化や都市の一体感・躍動感を再考する。 
 
２． 都市建築 
（１）都市建築の現状 
現在の都市建築はただ都市に存在するというだけで都
市建築と呼ばれるようになっていしまっている。 
そのほとんどが、都市とのつながりをあまり考えてお
らず、建蔽率・容積率・収益率など建築単体での要求を
追求したペンシルビルのように感じる。 
しかし、都市建築とは本来そういうものではなく、よ
りオープンで都市と一体となり都市全体を活性化させて
いくようなものを都市建築とするべきだと考える。 
（２）建築と都市の対立・垂直分裂 
現在の都市建築の多くは単体で完結してしまっている
ため、建築と都市の対立が起こっている。そういった内
部完結した建築の乱立が退屈な都市を構成している要因
の一つだと考える。さらに、利便性・収益性のみを追求
した建築の垂直分裂が、上層に行くほど都市と建築を切
り離してしまい、相互間の対立を増長させている。 
 
３． 建築と都市の接続 
（１）都市の流動空間 
前述した建築と都市の問題を考える上で、都市の流動
空間、つまり交通機関に着目した。交通機関は都市の大
半を形成し、さらには都市と都市や建築と都市をつなぐ
結節点になりうるのではないだろうかと考える。 
都市の流動空間である交通機関を建築の構成に取り込
むことで、建築と都市を接続し相互間の連続性を生みだ
す。つまり、建築の空間はドアからではなく、街路から
すでに始まるようになる。 
（２）都市交通機関 
現在、世界各国とも都市化とモータリゼーションの進
展の結果、自動車交通量は著しく増大している。 
これにより、「都心部における自動車交通渋滞」、「交
通の増大に伴う、各種交通手段相互間、もしくは歩行者
との交通事故の多発」、「排ガスによる大気汚染、騒音、
振動」、「エネルギーの枯渇危機」などの問題がおこっ
ている。 
これらの問題の解決のひとつとしてバス普及がある。 
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個人が専用自動車を使うのではなく、バスを利用する
ことで道路占有率が低減し、交通渋滞・交通事故・大気
汚染・動力用エネルギー等の低減を計ることができる。 
また、バスは鉄道と比較した場合、軌道敷の建設が不
要であり、また、駅施設も一般的には簡素なものですむ。
この点でバスは鉄道に比べて、初期投資の少ない交通機
関ともいえる。 
つまり、バス輸送の計画の特徴として、導入にかかる
費用が安価であるとともに、需要の同行の変化に対応し
た路線の変更も比較的容易である。 
しかし、近年都心部での近距離バス、空港とのアクセ
スや高速道路を利用した中長距離バスなどは、運行本数
が増加しているが、それにもかかわらず、ターミナル法
ができて以来ほとんどのバスターミナルが十分に整備さ
れていないのが現状である。 
 
４． 都市における広場 
（１）駅前広場 
前章で述べたバスターミナルは駅前広場と併せて建設
することが多い。 
駅前広場はいくつかのパスが交差するところで、人々
がそこに集まりまたそこから出発するなかで、様々な活
動が活発に行われるノード的要素がある。 
（２）都市的役割 
都市の中で利用するこのような公共空間ではどのよう
な場所を選んで座るだろうか。一人で読書や、外回りの
途中で仕事をするときなどは、人と少し距離を保って、
静かに集中できる場所を選ぶ傾向がある。公共の空間で
座る場所を選択する場合、パーソナルスペースを確保す
るために他者を避けて選択するように感じる。 
しかし、見知らぬ人の存在は、常に否定的に働くわけ
ではなく、ときには人を引き付ける働きをしているとき
がある。 
屋外での食事、特に一人で食べる場合は、見知らぬ人
でも、すでに誰かが食べていると自分も安心して食べや
すい場所に代わる。 
休憩や待合の場合、見晴だけでなくそこを通り抜ける
人々の流れや、そこで過ごしている人々の様子も眺める
対象となる。 
その場所があまり小さく区切られていると、一人、も
しくは少数グループに占有されてしまい、他の人が利用
しにくい場所になることも少なくない。 
（３）密度とクラウディング 
世界的な大都市への人口集中傾向は人口過密のメガシ
ティをいくつも誕生させ、クラウディング（混み合い感）
が大きなストレスを生じさせている。 
過密状態によるストレスがいかに重大な結果を招くか
は、動物行動の観察や実験によって検証されている。 
しかし、客観的な量である密度とネガティブな主観評
価のクラウディングは必ずしも相関しない。例えば、パ
ーティでは密度が高い方が盛り上がって楽しいし、また、
客でいっぱいのレストランでも料理が早く運ばれて来れ
ばストレスを感じないように、要求するサービスと提供
されるサービスとのバランスでクラウディングを感じる
か否かが左右される。 
このような密度とクラウディングの考えから都心の広
場もただ広大な敷地をオープンなものにするのではなく、
「都心に作られる広場」という要求から、より小単位のも
ので居場所を作っていくように広場を構成するべきだと
考える。 
 
５． 設計と提案 
（１）敷地概要 
街頭敷地は渋谷駅西口バスターミナル。 
この辺りは敷地に起伏があるうえに、環状線、立体歩
道橋、線路、首都高など、様々なレベルで都市の流動空
間が集中し、立体的に交差している。 
（２）ターミナルの未整備 
およそ 50 年前にターミナル法ができて以来、200 ヶ所
以上あるターミナルのうち 30 ヶ所程度しか整備されて
おらず、ここもまた、40 年近く未整備のまま残っている。
結果として、容積や動線など違和感の残る、都心に取り
残された空間になっている。 
また、このターミナルのバスの出入りの多さから北上、
南下ともに、スムーズな交通の妨げにもなる。 
（３）渋谷駅前の諸問題 
a）駅と都市の断絶 
渋谷駅の南西側には改札が 1F と 2F にあり、南西の立
体歩道橋、あるいは西にぬけていく流れがある。 
そして、立体歩道橋と駅のホームがほぼ同じ高さにあ
るにもかかわらず建築と都市が急に関係を断っているた
め、2F ホームからいったん GL まで降りて外に出てまた
立体歩道橋を上っていくという無駄なアップダウンが生
まれている。 
b）動線の立体交差 
 西への流れとしては、車道 8 車線を同一平面上で歩行
者が交差している。 
c）内部完結 
 現状の都市建築は都心に多くの面を向けているにも関
わらず内に向けてのみ商業を展開し、内部完結している。 
d）駅前広場 
 駅前広場には、近年増え続けたバスの本数に対してタ
ーミナルが未整備のままのため溜まったバスが壁となり
広がりを抑制し、同時に人の場を限定してしまっている。 
e）災害時対応 
 災害時に電車が停止した際には、このターミナルに帰
宅難民があふれる。こういった災害時の帰宅難民の一時
的な居場所としても問題が残る。 
（４）構成 
構成としては立体的にバスの停留所を配置し、それに
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そって人の居場所を並べていく。 
改札と立体歩道橋の高さに直通の主要動線を通し、GL
では違和感あるターミナルを排除し開放することで、新
たに都市の流れを活性化させる。 
また、駅前広場から建物内へと小規模の広場を展開し
ていき様々な居場所を提供する。 
屋上面にも都心で広大な空を得ることのできる広場と
しての機能を展開している。 
（５）バスルート 
北からバ道路を南下してきたバスは建物の間の道から
建物を貫通し建物を巡るように 3 層目までのぼり、また
建物を巡るように降下していき建物西の道路に出ていく。 
（６）ダイレクトルート 
駅の 1F、2F 改札からの歩行者の主な動線は、南の立
体歩道橋へ抜けるものと西側へわたっていくものがある。 
（７）流動空間 
a）流動と形体 
人の動き、都市の動き、交通機関の動きなど、さまざ
まな流動空間がそのまま建築の形体のダイナミズムを生
みだしている 
b）バス動線と人の場 
 バス動線の斜路に沿って人の居場所が展開され、その
経路に沿って歩くことで建物の内外が入れ替わっていく。 
c）車・人・バス 
建物の間の車道の上を人とバスが動いている。 
異なるプログラムの動線が立体的に交差している。 
d）つながる場所 
 すべての空間がつながり、経路の多様性を生む。 
e）駅前広場 
 渋谷駅南口を出ると上空を通るバスの車路をくぐり、
緑地スペースとともに段々になっている立体的な駅前広
場になっている。 
都市の階段や段差は人々のスムーズな移動を妨げるが、
そうであるがゆえに通常の街路とは異なる場所として意
識される。また、そこでは人が段差を利用して腰かけた
り、緑を望めたりすることなどから、留まることのでき
る場所でもある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
f）ピロティ広場 
 通路を挟んで東急百貨店のピロティとターミナルのピ
ロティが一体で的に使えるようになっている。 
駅前広場の延長としてイベントなどでも使用できる。 
g）屋上広場 
 1F から立体的に構成されているバス停留所沿いに建
物を巡っていくと屋上の広場に出る。渋谷の雑踏の中で
広大な空を手に入れることのできる、都市とつながりつ
つも都市と切り離された広場を展開する。 
 
６． 結論 
この設計では都市における建築の在り方を、都市の流
動空間である交通機関や人々の流動というものを手掛か
りに模索した。そして、その流動空間を考える上で、存
在するすべての空間は様々な移動機関や建物入口の開閉
はあるにしても、常に一つの空間で流動しているのだと
認識させられた。 
つまり、空間を考える上で常に周囲環境との連続を考
えていくことの大切さを感じた。 
 
謝辞：修士設計に取り組むに当たり、多くの方に支えて
いただきました。 
主査の富永譲教授には、修士設計はもちろん、担当教授
として長い間、ご指導いただき大変感謝しています。 
副査を引き受けていただきました、渡辺真理教授、下吹
越武人教授にも、お忙しい中指導していただいたこと、
この場をお借りして感謝の意を記させていただきます。 
また、私の作品に関わってくれた多くの方にも感謝いた
します。 
みなさんありがとうございました。 
 
参考文献 
1)新谷洋二：都市交通計画 第２版，技報堂出版，2003 
2)大野隆造，小林美紀：人間都市学，井上書院，2011 
3)Rem Koolhaas：建築家の講義-レム・コールハース，丸
善出版，2006 
Hosei University Repository
